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嚢瞬

民
事
訴
訟
法
學
の
過
去
及
び
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
文
獄
と
業
績
調
査

中

村

宗

雄

五　　　　四三三二一

む樹国（→大大民概 目
　
　
数

概
　
　
翻

民
事
訴
訟
法
學
の
過
去
及
ひ
現
在

大
正
中
期
以
後
の
民
事
訴
訟
法
學
界
の
展
望

大
正
中
期
以
後
の
主
要
交
献

概

艦
系
的
著
書
　
　
口

到
例
研
究
　
　
　
圏

文
献
の
総
評

す
　
び

観

論
丈
及
び
論
交
集

破
産
法
・
和
議
法

　
民
事
訴
訟
法
學
は
、
解
繹
法
學
と
し
て
は
、
一
般
に
民
事
訴
訟
法
、
人
事

訴
訟
手
績
法
、
破
産
法
等
の
私
法
手
績
法
を
學
問
罫
象
と
す
る
法
律
學
の
一

分
科
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
民
法
學
、
商
法
學
等
の
實
艦
私
法
學
に
封
し
、

　
　
　
　
　
時
　
　
論

民
事
訴
訟
法
學
は
、
專
ら
筆
、
れ
等
實
髄
法
の
定
め
る
私
灌
實
現
の
手
績
を
考

究
す
る
手
績
法
學
と
し
て
、
實
艦
私
法
學
に
從
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
訴
訟
法
學
の
護
達
に
よ
り
（
そ
れ
は
近
世
に
お
け
る
司
法
制

度
、
す
な
わ
ち
司
法
灌
の
横
大
・
強
化
を
背
景
と
す
る
）
、
濁
自
の
學
問
領
域

を
護
見
し
、
民
事
訴
訟
法
學
が
實
膿
私
法
學
に
封
し
濁
立
の
學
問
艦
系
を
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

造
す
る
こ
と
が
、
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。

　
（
一
）
　
F
イ
ツ
普
通
法
末
期
に
至
る
ま
で
、
ロ
ー
マ
法
の
傳
統
に
從
い
、

　
　
手
綾
法
は
實
艦
法
に
吸
牧
せ
ら
れ
、
實
艦
瓢
法
學
の
外
に
、
民
事
訴
訟

　
　
法
學
な
る
も
の
は
存
し
な
か
つ
た
。
わ
が
國
に
は
、
そ
の
後
に
お
け
る

　
　
實
騰
法
學
か
ら
獅
立
し
た
學
問
膿
系
と
し
て
民
事
訴
訟
法
學
が
輸
入
せ

　
　
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
當
初
に
お
い
て
は
、
實
艦
私
法
學
に
艶
し
從
属

　
　
的
地
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
民
事
訴
訟
法
學
の
理
論
が
構
造
せ
ら
れ
て

　
　
い
た
。
筆
者
は
、
こ
の
立
場
を
「
私
法
的
一
元
齪
」
と
構
す
る
。
そ
の

　
　
後
、
訴
訟
法
學
の
襲
達
に
伴
い
、
漸
次
、
訴
訟
法
學
の
凋
自
性
が
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
（
一
四
九
）



時
　
　
論

せ
ら
れ
、
實
艦
私
法
學
の
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
に
封
す
る
訴
訟
法
學
の
ア
ウ

タ
ル
キ
ー
を
意
圖
す
る
訴
訟
法
學
の
理
論
に
赴
い
た
。
こ
れ
を
「
訴
訟

法
的
一
元
麹
」
と
い
う
。
こ
の
學
説
に
よ
つ
て
は
、
訴
訟
法
學
は
實
艦

法
學
と
何
等
の
學
問
的
連
關
を
も
た
な
い
。
民
事
訴
訟
法
學
は
、
實
禮

法
學
と
無
縁
な
純
然
た
る
民
事
訴
訟
法
の
學
問
で
あ
る
。

　
以
上
と
異
な
り
、
訴
訟
法
に
よ
り
螢
爲
せ
ら
れ
、
從
つ
て
訴
訟
法
學

の
學
問
的
封
象
た
る
べ
き
「
訴
訟
」
に
實
髄
法
理
の
滲
透
を
認
め
ろ
學

説
を
、
筆
者
は
「
實
騰
法
・
訴
訟
法
封
立
こ
元
翻
」
と
欝
す
る
。
こ
の

學
読
の
下
に
お
い
で
は
、
實
艦
法
學
と
訴
訟
法
學
と
の
關
係
が
問
題
と

な
る
。
し
か
し
て
私
法
的
一
元
鶴
か
ら
訴
訟
法
的
一
元
翻
に
赴
く
過
渡

期
學
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
反
省
が
足
ら
ず
、
訴
訟
法

學
の
凋
自
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
な
お
、
暗
黙
に
は
、
私
法
學
に
罫
す

る
從
鵬
を
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
加
藤
（
正
治
）
博
士

は
、
大
髄
に
お
い
て
訴
訟
法
的
一
元
観
に
属
す
る
學
読
を
と
ら
れ
て
い

る
が
、
　
「
訴
訟
法
學
の
諸
問
題
」
第
一
輯
の
序
文
に
お
い
て
「
鬼
に
金

棒
」
の
偲
諺
を
ひ
き
、
實
艦
法
を
「
鬼
」
、
　
訴
訟
法
を
「
金
棒
」
に
擬

し
て
い
る
Q

　
筆
者
は
、
法
學
の
騰
系
が
實
腱
法
學
・
訴
訟
法
學
・
裁
判
論
の
三
段

階
の
階
暦
構
造
を
も
つ
も
の
と
構
想
す
る
。
こ
の
構
想
の
下
、
訴
訟
法

學
の
段
階
は
、
實
腔
法
に
封
し
高
次
の
段
階
に
措
定
せ
ら
れ
る
が
故
に

（
こ
の
黙
、
加
藤
博
士
そ
の
他
、
從
來
の
實
盤
法
學
中
心
の
考
え
方
と

倒
逆
し
て
い
る
）
、
實
艦
法
理
が
、
嘗
然
訴
訟
法
學
の
段
階
に
滲
透
す
る

一
五
〇
（
一
五
〇
）

　
　
（
實
騰
法
・
訴
訟
法
繋
立
二
元
観
）
。
こ
の
立
場
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法

　
　
學
は
、
民
事
訴
訟
法
の
學
問
で
は
な
く
し
て
、
「
實
艦
法
」
と
「
訴
訟
法
」

　
　
と
の
綜
合
の
「
場
」
で
あ
る
「
民
事
訴
訟
」
の
學
問
と
な
る
。

　
民
事
訴
訟
法
學
に
お
い
て
も
、
解
繹
法
學
が
主
要
の
部
分
を
占
め
る
。
從

つ
て
法
典
に
よ
つ
て
、
一
慮
、
そ
の
膣
系
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
民
事
訴
訟

法
典
と
し
て
は
、
民
事
訴
訟
法
（
明
治
二
三
年
法
律
二
九
號
）
の
外
に
、
破

産
法
（
大
正
一
一
年
法
律
七
一
號
）
が
あ
る
。
し
か
し
て
破
産
法
は
、
そ
の

第
一
編
が
實
艦
規
定
と
な
つ
て
い
て
、
實
腱
法
と
の
關
連
が
破
産
法
學
の
主

要
の
部
分
を
占
め
、
破
産
法
學
と
し
て
の
濁
自
の
髄
系
を
粗
み
立
て
て
い

る
。
よ
つ
て
破
産
法
學
を
除
い
た
民
事
訴
訟
法
學
を
、
暇
り
に
こ
こ
で
は
本

來
の
民
事
訴
訟
法
學
と
構
す
る
。

　
本
來
の
民
事
訴
訟
法
學
は
、
到
決
手
績
と
執
行
手
績
の
そ
れ
に
岐
れ
、
前

者
は
到
決
手
績
に
關
す
る
制
度
理
論
（
到
例
を
通
し
た
實
際
的
研
究
が
、
そ

の
主
要
の
地
位
を
占
め
る
）
の
外
、
法
哲
學
並
に
公
法
學
と
學
問
的
連
繋
を

保
つ
こ
と
に
よ
り
、
「
訴
訟
」
の
基
礎
理
論
並
に
「
裁
判
」
の
法
理
的
研
究

に
及
び
、
民
事
訴
訟
法
學
の
中
福
を
な
し
て
い
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
執

行
手
績
の
制
度
理
論
が
そ
の
主
要
の
部
分
を
占
め
、
執
行
力
を
廻
る
法
理
的

研
究
は
、
前
者
に
比
し
て
著
し
く
見
劣
り
の
す
る
欺
態
に
あ
る
。

　
そ
の
他
、
人
事
訴
訟
手
績
法
、
調
停
法
等
の
輩
行
法
律
に
つ
い
て
は
、
實

務
家
を
満
足
せ
し
む
る
程
度
の
研
究
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
次
に
破
産
法
は
、
前
述
の
如
く
濁
立
の
法
典
に
編
纂
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
は

多
敷
の
實
禮
規
定
を
含
み
、
且
つ
そ
の
手
績
が
他
⑳
訴
訟
手
績
か
ら
濁
立
し



て
い
る
。
そ
の
故
に
破
塵
法
學
は
、
實
盤
私
法
學
（
殊
に
民
法
學
）
と
密
接

な
る
連
關
に
お
い
て
、
本
來
の
民
事
訴
訟
法
學
か
ら
離
れ
た
睦
系
を
組
み
立

て
て
い
る
。
和
議
法
は
、
破
産
法
に
附
隆
す
る
も
の
と
し
て
研
究
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
あ
ま
り
學
者
の
關
心
を
購
つ
て
い
な
い
。

　
最
後
に
行
政
訴
訟
は
、
從
來
、
行
政
法
學
の
分
野
に
驕
し
、
民
事
訴
訟
法

學
に
お
い
て
は
、
民
事
訴
訟
と
行
政
訴
訟
と
の
管
轄
限
界
の
問
題
を
取
扱
う

に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
新
憲
法
の
下
に
、
行
政
事
件
も
司
法
裁
鋼
所

の
管
轄
に
属
し
、
民
事
訴
訟
法
の
原
則
的
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
か

ら
、
今
後
民
事
訴
訟
法
學
者
も
、
勢
い
こ
の
方
面
の
研
究
に
關
心
を
も
た
ざ

　
　
　
　
　
　
（
｝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ラ

る
を
え
な
く
な
つ
た
。
ま
た
勢
働
法
關
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
こ
れ
に
關
す
る
民
事
訴
訟
法
學
者
の
著
書
・
論
交
も
、
既
に
若
干

　
　
見
出
さ
れ
る
。
兼
子
一
氏
・
行
政
庭
分
の
取
浦
到
決
の
効
力
（
法
曹
時

　
　
報
三
巻
九
號
）
、
齊
藤
秀
夫
氏
・
視
務
訴
訟
に
お
け
る
立
謹
責
任
（
税
法

　
　
學
入
號
以
下
未
完
）
等
。

　
（
二
）
吉
川
大
二
郎
他
敷
氏
・
勢
働
雫
議
と
綴
慮
分
、
中
村
武
氏
・
勢
働

　
　
法
上
に
お
け
る
立
讃
責
任
の
分
配
（
法
學
新
報
五
八
巻
一
號
）
等
。

　
民
事
訴
訟
法
に
關
す
る
著
書
・
論
交
は
、
大
正
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
敷

が
比
較
的
に
乏
し
か
つ
た
。
し
か
し
昭
和
期
（
一
九
二
八
年
以
後
）
に
至
り

頓
み
に
塘
加
し
、
権
威
あ
る
著
書
・
論
文
の
多
数
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

　
民
事
訴
訟
法
學
は
、
種
々
な
る
理
由
の
下
に
實
朧
私
法
學
（
殊
に
民
法
學
）

に
比
し
、
そ
の
嚢
達
が
逞
れ
て
い
る
。
斯
學
は
、
全
灘
と
し
て
實
定
法
を
中

心
と
す
る
解
繹
法
學
の
域
を
晩
せ
ず
、
そ
の
學
問
的
方
法
に
お
い
て
も
、
私

　
　
　
　
　
時
　
　
論

法
學
の
影
響
の
下
に
、
概
し
て
そ
の
反
省
が
不
充
分
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
わ

が
國
の
民
事
訴
訟
法
學
は
、
ド
イ
ツ
法
學
に
深
き
影
響
を
受
け
ズ
い
た
。
そ

れ
は
民
事
訴
訟
法
・
破
産
法
そ
の
他
の
關
係
實
定
法
が
、
ド
イ
ッ
法
の
系
統

を
ひ
い
て
い
る
當
然
の
蹄
結
で
あ
つ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
並
に
英
米
法
の
理
論

は
、
軍
に
紹
介
せ
ら
れ
、
若
し
く
は
ド
イ
ツ
法
理
論
の
修
正
に
滲
照
せ
ら

れ
、
斜
酌
せ
ら
れ
る
と
い
う
程
度
に
止
ま
つ
た
。
大
正
期
の
著
書
・
論
交
に

お
い
て
殊
に
然
り
。

　
し
か
し
昭
和
期
に
至
り
、
漸
く
ド
イ
ツ
法
學
の
支
配
を
腕
す
る
氣
蓮
を
生

じ
、
ち
く
じ
、
諸
法
系
の
學
理
を
綜
合
し
た
凋
自
の
訴
訟
法
學
の
理
論
騰
系

樹
立
の
方
向
に
赴
い
て
き
た
。
殊
に
終
戦
後
、
英
米
訴
訟
手
績
（
殊
に
謹
嬢

法
）
の
研
究
及
び
こ
の
法
理
を
導
入
す
る
氣
蓮
が
昂
ま
つ
た
。
ま
た
、
私
法

學
に
勤
す
る
關
係
に
お
い
て
も
、
そ
の
學
問
的
連
關
に
つ
い
て
、
一
般
民
事

訴
訟
法
學
者
の
注
意
を
呼
び
起
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

畿
　
民
事
訴
訟
法
學
の
過
去
及
び
現
在

　
民
事
訴
訟
法
に
關
し
、
や
や
學
問
的
艦
系
を
整
え
た
著
書
の
現
わ
れ
た
の

は
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
…
ご
年
）
民
事
訴
訟
法
典
の
制
定
以
來
の
こ
と
に

馬
す
る
。
そ
れ
以
前
、
民
事
訴
訟
手
績
に
關
す
る
若
干
の
著
書
も
現
わ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
手
績
の
實
際
を
記
述
し
た
實
務
家
用
の
も
の
に
過
ぎ
な

か
つ
た
。
尤
も
そ
の
當
時
、
司
法
省
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
Z
フ
ン
ス

等
の
著
名
に
し
て
手
頃
な
著
書
を
翻
課
し
、
民
間
書
店
を
し
て
護
行
せ
し
め

て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
に
は
、
テ
ー
ラ
篭
英
國
謹
擦
法
　
（
虜
昌
ご
烈
　
弓
箒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
玉
｝
（
一
玉
一
）



　
　
　
　
　
時
　
　
論

ピ
塑
を
9
国
く
鉱
の
昌
8
×
ポ
ニ
エ
喜
佛
國
訴
訟
法
原
論
（
掲
o
β
一
Φ
き
め
菰
皆
Φ
β
⑪

富
零
8
9
9
①
9
＜
ε
、
プ
ッ
フ
エ
ル
ト
濁
逸
民
事
訴
訟
法
繹
義
（
型
亭

匿
傷
篤
》
ご
R
影
鉱
魯
甲
9
ぐ
昌
鷲
0
8
器
）
等
が
あ
り
、
そ
の
他
民
問
に
て
、

獲
行
し
た
も
の
、
ま
た
わ
が
國
の
學
者
の
手
に
な
れ
る
英
・
佛
・
猫
訴
訟
法

講
義
も
あ
つ
た
。

　
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
、
ド
イ
ツ
法
を
母
法
と
し
、
Z
フ
ン
ス
法

を
加
味
し
た
民
事
訴
訟
法
典
が
制
定
・
公
布
せ
ら
れ
て
か
ら
、
同
法
の
註
繹

書
が
多
敷
に
獲
行
せ
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
に
は
、
當
時
の
著
名
の
學
者
、
江

木
衷
、
今
村
信
行
、
高
木
豊
三
氏
等
の
著
書
が
あ
る
。
こ
れ
等
並
び
に
そ
れ

に
績
い
た
明
治
年
問
の
著
書
は
、
い
ず
れ
も
や
や
組
織
的
な
註
繹
書
と
い
う

程
度
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
、
專
ら
ド
イ
ツ

法
學
の
影
響
を
受
け
、
學
問
的
艦
系
を
整
え
た
著
作
が
上
梓
せ
ら
れ
た
。
仁

井
田
盆
太
郎
博
士
・
民
事
訴
訟
法
要
論
全
三
珊
（
一
九
〇
七
ー
一
九
ニ
ヨ
、

岩
田
一
郎
到
事
・
民
事
訴
訟
法
原
論
（
初
版
一
九
〇
七
年
、
そ
の
後
、
藪
回
に

亘
り
増
補
修
正
せ
ら
る
）
、
板
倉
松
太
郎
到
事
・
強
制
執
行
法
義
海
（
一
九
一

五
年
）
等
が
、
そ
の
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
。
奮
破
産
法
（
一
八
九
三
年
に

施
行
せ
ら
れ
、
一
九
一
三
年
、
現
行
破
産
法
の
制
定
と
共
に
慶
止
せ
ら
る
）

に
つ
い
て
は
、
松
岡
義
正
、
山
内
確
三
郎
、
加
藤
正
治
氏
等
の
著
書
を
代
表

的
の
も
の
と
す
る
。
な
お
、
現
行
破
産
法
に
關
し
て
は
、
そ
の
主
要
の
も
の

と
し
て
、
前
記
加
藤
博
士
並
に
齋
藤
常
三
郎
博
士
の
著
書
を
畢
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
民
事
訴
訟
法
學
が
劃
期
的
護
達
を
途
げ
た
の
は
、
大
正
中
期
（
一
九
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
（
申
五
二
）

年
頃
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
、
前
掲
、
加
藤
博
士
（
東
京
大
學
）
、
松
岡
博
士

　
（
到
事
）
並
に
雑
本
朗
造
博
士
（
京
都
大
學
）
を
初
め
と
し
、
綾
い
て
山
田

正
三
博
士
（
同
上
）
、
細
野
長
良
博
士
（
到
事
）
、
齋
藤
常
三
郎
博
士
（
聯
戸
商

業
大
學
）
等
が
そ
の
先
駆
者
で
あ
つ
た
。
引
績
き
昭
和
期
に
及
ん
で
は
、
多

数
の
訴
訟
法
學
研
究
者
を
輩
出
し
た
．
民
事
訴
訟
法
專
攻
の
大
學
教
擾
と
し

て
は
、
菊
井
維
大
、
兼
子
文
以
上
東
京
大
學
）
、
中
村
宗
雄
（
早
稻
田
大
學
）

宮
崎
澄
夫
（
慶
慮
大
學
）
、
野
問
繁
（
明
治
大
學
）
、
田
中
和
夫
（
東
京
商
科
大

學
）
、
齋
藤
秀
夫
（
東
北
大
學
）
、
小
野
木
常
（
大
阪
大
學
）
、
中
田
淳
一
（
京
都

大
學
）
、
青
川
大
二
郎
（
立
命
館
大
學
）
、
金
子
文
六
（
中
央
大
學
）
、
山
木
戸

克
己
（
聯
戸
大
學
）
の
諸
氏
が
あ
り
、
こ
れ
等
の
教
擾
は
、
現
在
、
各
々
、

所
厨
大
學
に
お
い
て
民
事
訴
訟
法
の
講
義
を
澹
當
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判

所
・
辮
護
士
等
の
實
務
法
曹
の
方
面
に
は
、
村
松
俊
夫
（
司
法
研
修
所
教
官
）
、

高
根
義
三
郎
（
到
事
）
、
中
島
弘
道
（
辮
護
士
）
、
河
本
喜
與
之
（
辮
護
士
）
、

長
尾
章
（
辮
護
士
）
．
等
の
諸
氏
が
、
民
事
訴
訟
法
學
界
に
著
名
嶋
、
あ
る
。
な

お
、
伊
東
乾
（
慶
慮
大
學
）
及
び
三
ケ
月
章
（
東
京
大
學
〉
の
爾
氏
は
、
終

戦
後
、
助
教
擾
と
な
ら
れ
た
民
事
訴
訟
法
學
專
攻
の
新
進
學
徒
で
あ
り
、
更

に
そ
れ
に
踵
い
で
中
務
俊
昌
（
京
都
大
學
）
、
小
室
直
人
（
大
阪
大
學
）
、
中
村

英
郎
（
早
稻
田
大
學
）
、
木
川
統
一
郎
（
中
央
大
學
）
、
宮
崎
俊
行
（
慶
慮
大
學
）

等
の
諸
君
が
民
事
訴
訟
法
學
に
志
し
て
い
る
。

意
　
大
正
中
期
以
後
の
民
事
訴
訟
學
界
の
展
望

　
わ
が
國
の
民
事
訴
訟
法
學
界
は
、
前
述
の
如
く
大
正
期
の
中
期
か
ら
飛
躍



的
護
展
を
途
げ
て
き
た
。
大
膣
に
お
い
て
、
わ
が
民
事
訴
訟
法
學
は
、
ド
で

ツ
法
學
の
系
統
を
ひ
く
の
で
あ
つ
て
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て

は
、
ワ
イ
ズ
マ
ン
、
フ
ィ
ツ
テ
ィ
ン
グ
、
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
等
の
比
較
的
簡
易

な
ド
イ
ツ
民
訴
法
教
科
書
が
、
そ
の
範
と
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
つ
た
。

し
か
し
大
正
中
期
の
頃
か
ら
、
ヘ
ル
ウ
ィ
ツ
ク
の
著
書
が
研
究
せ
ら
れ
、
ま

た
、
彪
大
な
シ
ュ
タ
イ
ン
民
事
訴
訟
法
註
繹
書
を
参
照
す
る
氣
蓮
が
昂
ま
つ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
爾
者
、
殊
に
ヘ
ル
ウ
イ
ッ
ク
の
の
嶺
帯
葺
動
霧
留
雰

凶
b
舜
の
影
響
を
多
分
に
受
け
た
最
初
の
民
事
訴
訟
法
教
科
書
は
、
大
正
九

年
に
出
版
せ
ら
れ
た
細
野
長
良
到
事
の
民
事
訴
訟
法
要
義
第
二
巻
（
第
二
巻

が
一
番
先
に
上
梓
さ
れ
た
）
で
あ
ろ
う
。

　
當
時
、
東
大
に
お
い
て
は
加
藤
博
士
、
京
大
に
お
い
て
は
雑
本
博
士
が
民
事

訴
訟
法
講
座
を
澹
當
し
、
新
味
あ
る
講
義
を
な
さ
れ
て
い
た
が
、
遺
憾
な
が

ら
共
に
著
書
が
な
く
、
僅
か
に
講
義
プ
リ
ン
ト
が
襲
行
さ
れ
て
い
る
に
止
ま

つ
た
（
加
藤
博
士
の
著
書
は
、
そ
の
後
の
出
版
で
あ
る
）
。
雄
本
博
士
の
大
正

九
年
度
講
義
プ
リ
ン
ト
は
、
全
三
冊
に
わ
た
り
、
著
書
と
も
な
L
得
る
相
當

に
彪
大
な
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ッ
法
學
説
に
よ
る
訴
訟
理
論
が
各
所
に
展
開

せ
ら
れ
、
當
時
と
し
て
は
清
新
の
氣
み
な
ぎ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
外
、

雑
本
博
士
は
、
敷
多
の
論
交
を
京
都
法
學
會
雑
誌
そ
の
他
に
獲
表
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
等
に
よ
つ
て
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
學
の
學
説
が
引
用
せ
ら
れ
、
ま
た

紹
介
せ
ら
れ
た
。
わ
が
國
の
理
論
民
事
訴
訟
法
學
の
分
野
は
、
ま
ず
雄
本
博

士
に
よ
つ
て
開
拓
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
等
の
論
文
は
、

同
博
士
の
逝
去
後
に
出
版
せ
ら
れ
た
同
博
士
「
民
事
訴
訟
法
論
文
集
」
に
取

　
　
　
　
　
時
　
　
論

り
纒
め
ら
れ
て
あ
る
。

　
加
藤
博
士
は
、
そ
の
頃
、
破
産
法
に
研
究
の
重
職
を
置
か
れ
た
も
の
の
如

く
、
嘗
時
、
破
産
法
學
に
お
け
る
唯
一
の
交
献
と
も
い
う
べ
き
「
破
産
法
講

義
」
の
外
、
破
産
法
に
關
す
る
論
丈
が
数
多
あ
り
、
そ
れ
等
は
す
べ
て
同
博

士
「
破
産
法
研
究
」
第
一
巻
（
大
正
六
年
獲
行
）
乃
至
第
五
巻
（
大
正
十
二

年
獲
行
）
に
牧
め
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
う
ち
に
は
、
強
制
履
行
論
、
自
力
救

濟
論
、
「
破
産
宣
告
二
因
リ
中
断
セ
ル
訴
訟
ノ
受
纏
」
、
腰
罷
訴
灌
論
等
、
民

事
訴
訟
法
學
プ
ロ
パ
ー
の
間
題
に
關
し
、
詳
細
に
検
討
せ
ら
れ
た
貴
重
の
論

文
も
あ
る
（
な
お
、
引
績
き
第
六
巻
以
下
が
襲
行
せ
ら
れ
て
、
現
在
に
及
ん

で
い
る
）
。

　
大
正
中
期
に
至
る
ま
で
は
、
民
事
訴
訟
法
學
者
と
い
え
ば
、
薙
本
博
士
及
び

加
藤
博
士
を
除
い
て
は
、
岩
田
博
士
、
山
之
内
博
士
、
松
岡
博
士
な
ど
い
ず

れ
も
裁
到
所
の
到
事
で
あ
つ
た
。
仁
井
田
博
士
は
、
大
正
中
期
の
頃
に
は
、

東
大
の
講
義
を
憺
當
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
既
に
民
事
訴
訟
法
學
の
研
究
か
ら

離
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
山
田
博
士
（
京
大
）
、
齋
藤
博
士
（
神
戸
商
大
）

な
ど
が
第
一
線
に
現
わ
れ
た
の
は
、
そ
の
後
で
あ
る
。

　
民
事
訴
訟
法
學
界
が
、
頓
み
に
盛
況
を
呈
し
始
め
た
の
は
、
大
正
末
期
か

ら
昭
和
期
に
入
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
民
事
訴
訟
法
學
界
の

主
流
が
岐
か
れ
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
、
學
風
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

東
大
學
派
と
し
て
は
、
加
藤
博
士
が
、
大
正
・
昭
和
を
通
じ
、
最
近
に
至
る

ま
で
學
界
の
第
一
線
に
活
躍
し
、
破
産
法
の
改
正
（
大
正
二
年
）
及
び
民

事
訴
訟
法
の
改
正
（
大
正
一
五
年
）
に
際
し
、
主
脳
部
の
役
割
を
演
じ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
玉
三
（
一
五
三
）



　
　
　
　
　
時
　
　
論

た
。
そ
の
後
纏
者
と
し
て
、
菊
井
教
擾
及
び
兼
子
教
擾
の
活
躍
が
こ
れ
に
件

い
、
大
正
か
ら
昭
和
を
通
じ
東
大
學
派
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
大
な
る
勢
力

を
も
つ
て
い
た
、
九
州
大
學
か
ら
、
最
近
東
京
商
科
大
學
に
轄
圧
せ
ら
れ
た

田
中
和
夫
博
士
も
、
東
大
出
身
で
あ
る
。

　
東
大
學
派
に
封
抗
す
る
京
大
學
派
は
、
そ
の
総
帥
鮭
本
博
士
が
、
不
慮
の

災
厄
で
早
く
も
世
を
去
ら
れ
た
の
で
、
山
田
博
士
、
齊
藤
博
士
が
そ
の
學
風

を
つ
が
れ
た
。
し
か
し
齋
藤
博
士
は
、
專
ら
破
産
法
及
び
和
議
法
の
面
に
そ

の
主
力
を
傾
倒
せ
ら
れ
、
從
つ
て
京
大
學
涙
と
し
て
は
、
久
し
い
問
、
山
田

博
士
の
み
が
そ
の
陣
螢
を
守
ら
れ
て
い
た
。
小
野
木
博
士
及
び
中
田
博
士
が

そ
の
後
纏
者
で
あ
り
、
小
野
木
博
士
は
、
最
近
大
阪
大
學
に
韓
任
せ
ら
れ

た
。
ま
た
、
吉
川
博
士
（
立
命
館
大
學
）
及
び
山
木
戸
教
慶
は
共
に
京
大
出

身
で
あ
る
。

　
衣
に
裁
到
所
側
と
し
て
は
、
松
岡
博
士
、
板
倉
博
士
、
及
び
前
田
（
直
之

助
）
鋼
事
が
昭
和
期
初
頭
に
至
る
ま
で
學
界
の
一
角
を
占
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
踵
ぐ
者
が
神
谷
（
健
夫
）
到
事
及
び
細
野
博
士
で
あ
つ
て
、
更
に
中

島
弘
道
、
河
本
喜
與
之
、
前
野
順
一
、
松
村
俊
夫
氏
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
等

の
諸
氏
の
間
に
は
、
こ
れ
と
學
風
の
一
致
を
見
出
せ
な
い
が
、
裁
到
所
中
心
、

訴
訟
手
綾
中
心
と
も
い
う
べ
き
何
か
共
通
し
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
大
學
派
に
封
す
る
裁
鋼
所
派
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
板
倉
博
士

は
早
く
學
問
の
第
一
線
か
ら
退
き
、
民
事
訴
訟
法
學
に
お
け
る
裁
到
所
派
の

主
流
は
、
松
岡
博
士
、
前
田
到
事
か
ら
細
野
博
士
に
傳
わ
れ
る
も
の
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
細
野
博
士
に
績
い
て
、
中
島
博
士
に
は
、
異
色
あ
る
注
目

一
五
四
（
一
五
四
〉

す
べ
き
論
文
が
あ
る
。

　
以
上
、
官
學
派
並
に
裁
到
所
派
に
封
し
、
私
學
に
は
共
通
し
た
學
派
と
い

う
も
の
が
存
し
な
い
。
慶
慮
大
學
の
宮
崎
教
慶
は
大
禮
に
お
い
て
細
野
博
士

の
學
風
を
受
け
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
明
治
大
學
の
野
間
博
士

は
、
裁
到
所
出
身
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
の
立
命
館
大
學
に
は
、
保
全
訴
訟

の
研
究
に
お
い
て
第
一
人
者
で
あ
る
吉
川
（
大
二
郎
）
博
士
が
お
ら
れ
る
。

筆
者
は
、
官
學
に
も
裁
到
所
に
も
全
く
關
係
の
な
い
、
い
わ
ば
早
稻
田
は
え

ぬ
き
で
あ
る
。

　
わ
が
國
の
民
事
訴
訟
法
學
界
の
系
統
は
、
大
艦
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
民

事
訴
訟
法
學
を
專
攻
す
る
者
に
は
、
他
の
法
學
の
部
門
に
比
し
、
裁
到
所
側

若
し
く
は
そ
の
出
身
の
者
が
多
数
で
あ
る
。
ま
た
、
學
問
の
性
質
上
、
現
職

の
到
事
の
う
ち
に
、
民
事
訴
訟
法
學
上
の
諸
問
題
に
興
味
を
も
つ
者
が
勘
く

な
く
、
多
く
の
論
文
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
民
間
辮
護
士
の
方
面
に
は
、

こ
れ
に
封
抗
す
る
丈
の
研
究
が
行
わ
れ
、
ま
た
論
文
が
も
の
せ
ら
れ
て
い
な

い
。
純
然
た
る
私
學
出
身
の
教
授
は
、
最
近
ま
で
、
極
め
て
稀
れ
で
あ
つ
た
。

　
か
か
る
事
情
の
下
、
民
事
訴
訟
法
學
が
、
勢
い
裁
剣
所
中
心
の
理
論
に
赴
く

の
は
當
然
の
趨
勢
で
あ
ろ
う
。
わ
が
國
の
官
僚
主
義
の
温
床
た
る
役
自
を
果

し
て
い
た
官
學
が
、
こ
の
傾
向
に
好
意
を
も
ち
、
否
、
そ
れ
に
封
し
、
主
導

的
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
當
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
わ
が
國

に
は
、
明
治
及
び
大
正
初
期
に
お
い
て
、
民
事
訴
訟
を
私
灌
保
護
の
制
度
と
す

る
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
學
が
輪
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
裁
到
所
中
心
の

理
論
は
、
裁
到
所
の
職
灌
鑛
大
を
是
認
し
、
民
事
訴
訟
の
機
能
を
裁
到
所
側



か
ら
み
た
法
秩
序
維
持
の
面
に
お
い
て
高
く
評
贋
す
る
結
果
、
私
罐
保
護
の

面
は
、
漸
次
捨
象
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
大
正
十
五
年
の
民
事
訴
訟

法
の
改
正
は
、
訴
訟
の
促
進
、
裁
剣
所
の
職
灌
鑛
大
を
意
圃
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
そ
の
當
時
の
學
界
の
傾
向
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ

そ
の
後
に
お
け
る
こ
の
傾
向
の
護
展
を
助
長
し
た
。

　
こ
の
趨
勢
に
は
、
更
に
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
學
の
ナ
チ
ス
化
が
著
し
く
影

響
し
た
。
そ
の
手
は
じ
め
と
し
て
、
筆
者
が
ナ
チ
ス
訴
訟
理
論
の
先
駆
と
い

い
、
ま
た
、
そ
の
性
格
を
い
わ
ゆ
る
「
訴
訟
法
的
一
元
襯
」
と
規
定
す
る
・

i
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
民
事
訴
訟
法
教
科
書
（
ζ
ξ
言
魯
号
ω
き
暮
’
国
で
界

一
貯
鼻
ピ
讐
）
が
ヘ
ル
ウ
ィ
ッ
ク
に
代
り
わ
が
學
界
の
珍
重
す
る
と
こ
ろ

と
な
つ
た
。
爾
來
、
ド
イ
ッ
の
ナ
チ
ス
化
の
進
行
に
件
資
そ
の
法
理
が
無
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

到
的
、
否
、
禮
賛
的
に
わ
が
學
界
に
紹
介
せ
ら
れ
、
裁
到
所
の
職
灌
膿
大
に

よ
る
裁
到
所
中
心
の
制
度
に
、
法
理
的
根
嫁
を
つ
ち
か
つ
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
民
事
訴
訟
法
學
界
は
、
筆
老
の
い
わ
ゆ
る
訴
訟
法
的
二
兀
灘
の
訴
訟

理
論
の
徹
底
化
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
終
戦
を
迎
え
た
の
で

あ
る
。

　
（
一
）
當
時
、
ナ
チ
ス
訴
訟
理
論
に
封
し
、
否
定
的
批
到
を
加
え
た
者
は
、

　
　
恐
ら
く
筆
者
の
み
で
あ
ろ
う
（
拙
著
、
訴
訟
法
學
の
騰
系
と
訴
訟
改
革

　
　
理
論
〔
昭
和
一
七
年
〕
第
二
部
一
九
八
頁
以
下
）
。

　
終
戦
後
、
國
情
は
一
攣
し
た
。
年
來
、
筆
者
の
懐
抱
す
る
市
民
肚
會
的
民

事
訴
訟
原
理
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
過
去
の
裁
判
所
中

心
主
義
の
理
論
、
訴
訟
法
的
一
元
齪
の
法
理
の
修
正
を
要
す
る
。
わ
が
民
事

　
　
　
　
　
時
　
　
論

訴
訟
法
學
界
は
、

る
。

ち
く
じ
、
こ
の
鮎
に
反
省
を
加
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ

四
　
大
正
申
期
以
後
の
主
要
丈
織

O
　
騰
系
的
薯
書

　
民
事
訴
訟
法
理
を
騰
系
的
に
序
述
し
た
講
義
書
は
、
い
ず
れ
も
到
決
手
績

を
中
心
と
し
、
多
く
は
執
行
手
績
に
及
ん
で
い
な
い
。
こ
≦
イ
、
は
、
大
正
十

五
年
の
民
事
訴
訟
法
改
正
以
降
の
も
の
で
主
要
な
も
の
を
、
大
膣
、
護
行
の

年
代
を
逐
う
て
拾
い
畢
げ
て
み
る
。

山
田
正
三
氏
、

　
　
f
六
年
）

改
正
民
事
訴
訟
法
第
一
巻
乃
至
第
四
雀
（
昭
和
三

　
未
完
結
で
あ
る
。
博
士
は
、
奮
民
訴
時
代
に
第
一
・
二
巻
を
著
わ
さ
れ
、

民
訴
の
改
正
に
俘
い
、
そ
れ
を
修
正
、
加
筆
し
、
第
四
巻
に
ま
で
及
ん
だ
が
、

途
に
完
結
し
な
か
つ
た
。
そ
の
後
、
稿
を
改
め
、
日
本
民
事
訴
訟
法
論
第
一

・
二
巻
（
昭
和
八
f
九
年
）
を
執
筆
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ま
た
完
結
し
て
い

な
い
。
本
書
に
よ
つ
て
、
博
士
は
新
た
な
學
風
の
樹
立
に
つ
と
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
て
あ
る
が
、
全
編
を
通
じ
て
蝕
り
に
も
概
念
法
學
的
で
あ
り
、
不
徹

底
な
訴
訟
法
的
一
元
観
に
よ
る
形
式
理
論
が
展
開
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

嘗
時
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
が
、
現
在
て
は
あ
ま
り
高
く
債
値
評
贋
で
き
な

い
。

一
玉
美
一
璃
五
）



時
　
　
論

一
五
山
ハ
（
一
五
山
八
）

　
細
野
長
良
氏
、
民
事
訴
訟
法
要
義
第
一
巻
乃
至
第
五
雀
（
昭
和
五

　
　
　
ー
一
二
年
）

　
判
決
手
綾
全
部
を
取
り
纏
め
、
當
時
に
お
け
る
代
表
的
著
作
で
あ
る
q
全

巻
に
亘
り
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
學
（
主
と
し
て
、
ヘ
ル
ウ
ィ
ッ
ク
）
の
理

論
を
導
入
し
、
且
つ
博
士
の
該
博
な
庭
論
が
展
開
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
な

お
、
學
問
的
贋
値
を
認
め
る
に
充
分
で
あ
る
。
博
士
は
、
大
正
九
年
に
本
書

の
前
身
、
民
事
訴
訟
法
要
義
第
二
巻
を
著
わ
し
た
が
、
そ
の
當
時
に
お
け
る

劃
期
的
著
作
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。

　
松
岡
義
正
氏
、
新
民
事
訴
訟
法
註
繹
第
一
巻
乃
至
第
六
巻

　
　
　
　
（
昭
和
四
－
一
四
年
）

　
逐
條
の
註
繹
書
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
學
読
を
詳
細
に
引
用
し
、
異
色
あ
る

も
、
第
二
三
〇
條
ま
で
で
、
遺
憾
な
が
ら
完
結
し
て
い
な
い
。

中
島
弘
道
氏
、
日
本
民
事
訴
訟
法
上
下
巻

　
　
再
版
に
際
し
四
巻
に
改
む
。

（
昭
和
九
年
）

　
到
決
手
績
全
部
に
亘
り
、
一
八
0
0
頁
に
及
ぶ
大
冊
で
あ
る
。
そ
の
當
時

の
標
準
的
學
説
を
盛
り
、
全
巻
よ
く
取
り
纒
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
わ
れ

わ
れ
と
し
て
は
、
本
書
に
よ
つ
て
別
段
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
な
か
つ
た
著

書
で
あ
る
。

　
中
村
宗
雄
、
民
事
訴
訟
法
原
理
第
一
巻
（
昭
和
二
一
年
）

　
民
事
訴
訟
制
度
を
廣
き
べ
ー
シ
ス
の
上
か
ら
検
討
す
べ
く
企
て
た
著
作
で

あ
る
。
そ
の
績
巻
は
、
未
定
稿
と
し
て
題
名
を
改
め
て
刊
行
し
た
が
（
民
事

訴
訟
法
講
義
×
そ
の
最
終
巻
は
、
組
版
が
終
り
、
印
刷
に
附
せ
ん
と
し
て
戦

災
に
よ
り
烏
有
に
蹄
し
た
。

兼
子
一
氏
、
民
事
訴
訟
法
概
論
（
昭
和
二
二
年
）

　
到
決
手
綾
の
全
部
に
亘
り
、
大
學
に
お
け
る
講
義
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
全
編
よ
く
取
り
纏
め
ら
れ
、
民
事
訴
訟
法
學
の
諸
問
題
が
殆
ん
ど
洩

れ
な
く
論
及
せ
ら
れ
て
い
る
。
教
科
書
用
と
し
て
、
ま
た
司
法
實
務
用
と
し

て
手
頃
で
あ
り
、
か
つ
、
教
授
が
加
藤
博
士
に
踵
ぐ
東
大
學
派
の
中
橿
で
あ

る
こ
と
と
相
挨
ち
、
民
事
訴
訟
法
教
科
書
の
標
準
的
の
も
の
と
し
て
、
廣
く

誤韻ま

れ
、
從
つ
て
そ
の
影
響
力
が
強
か
つ
た
。

　
兼
子
教
擾
は
、
加
藤
博
士
の
學
風
を
踵
ぐ
も
の
で
あ
り
、
本
書
に
お
い
て

は
、
筆
者
の
い
わ
ゆ
る
訴
訟
法
的
一
元
翻
の
理
論
が
展
開
せ
ら
れ
て
い
る

（
徹
底
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
）
。
こ
の
立
場
の
下
、
民
事
訴
訟
の
制
度

目
的
は
、
法
秩
序
の
維
持
に
あ
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
（
同
書
四
頁
）
・
ま
た
、

す
べ
て
の
「
訴
訟
」
に
現
わ
れ
る
事
項
を
訴
訟
法
の
面
か
ら
の
み
考
察
し
、

實
艦
法
の
面
を
捨
象
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
故
に
、
例
え
ば
裁
到
上
の
和

解
は
、
輩
に
裁
到
所
に
鍔
す
る
和
解
成
立
の
「
報
告
行
爲
」
と
し
て
の
み
把

握
せ
ら
れ
る
と
い
う
が
如
き
部
分
灘
に
陥
る
（
同
書
三
四
五
頁
）
。



　
訴
訟
法
的
一
元
翻
は
、
ナ
チ
ス
訴
訟
理
論
の
と
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
裁
鋼

所
の
職
灌
横
大
に
好
意
を
も
つ
立
場
で
あ
る
。
筆
者
は
年
來
、
市
民
肚
會
的

民
事
訴
訟
法
原
理
に
立
つ
て
、
こ
の
訴
訟
翻
並
び
に
そ
の
學
読
に
反
封
し
て

き
た
。
兼
子
教
擾
は
、
終
戦
後
、
「
民
事
訴
訟
の
出
護
黙
に
立
返
つ
て
」
（
法
協

六
五
巻
二
號
）
と
題
す
る
論
文
で
、
そ
の
立
場
の
轄
換
を
宣
言
せ
ら
れ
た
。

そ
の
故
に
終
戦
後
，
新
た
に
執
筆
せ
ら
れ
た
「
民
事
訴
訟
法
」
（
一
）
（
昭
和

二
四
年
）
に
お
い
て
は
、
諸
慮
に
本
書
に
述
べ
て
あ
る
と
こ
ろ
と
は
、
そ
の

學
説
を
改
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
筆
老
と
同
じ
く
「
訴
」
と
「
請
求
」

と
を
概
念
的
に
こ
れ
を
分
離
し
た
が
如
し
。
し
か
し
筆
者
に
言
わ
し
め
れ

ば
、
な
お
、
そ
め
改
読
が
不
徹
底
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
現
在
、
絶
版
と
な
つ
て
い
る
。
忌
揮
な
く
い
わ
し
め
れ
ば
、
本

書
は
十
数
年
前
の
作
で
あ
り
、
現
在
の
學
問
的
レ
ベ
ル
か
ら
み
れ
ば
、
教
授

の
著
作
と
し
て
思
索
の
不
充
分
の
驕
写
整
わ
な
い
黙
が
各
所
に
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
教
擾
の
新
た
な
立
場
か
ら
思
索
を
重
ね
、
版
を
新
た
に
し
て
讃
書
子

の
待
望
に
答
え
る
日
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
期
待
す
る
。
現
在
、
同
教
授
の
執

筆
・
刊
行
し
つ
つ
あ
る
「
條
解
民
事
訴
訟
法
」
が
、
あ
る
程
度
こ
の
待
望
を

満
た
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
は
、
第
一
、
二
巻
ハ
第
二
四
一
條
ま
で
）
が

著
わ
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
正
治
氏
、
民
事
訴
訟
法
概
論
（
昭
和
二
一
年
）

本
書
は
、
新
法
學
全
集
に
掲
載
し
た
も
の
に
加
筆
増
補
し
た
も
の
で
あ
り
、

鋼
決
手
綾
全
般
に
亘
つ
て
い
る
。
民
事
訴
訟
法
學
界
の
長
老
の
作
と
し
て
、

　
　
　
　
　
時
　
　
論

窪
に
行
屈
い
た
著
書
で
あ
り
、
代
表
的
著
作
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
忌
輝
な
く
い
わ
し
む
れ
ば
、
そ
の
學
風
の
し
か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
か
、

内
容
・
序
述
と
も
に
新
ら
し
み
が
見
出
さ
れ
な
い
。
最
近
、
一
部
加
筆
の
新

訂
版
が
襲
行
さ
れ
た
。

野
間
繁
氏
、
民
事
訴
訟
法
概
読
（
昭
和
二
五
年
）

　
蕾
著
民
事
訴
訟
法
概
論
を
全
面
的
に
加
筆
・
修
正
し
た
新
著
で
あ
る
。
裁

到
實
務
に
從
事
せ
ら
れ
た
著
者
の
勢
作
と
し
て
、
異
色
が
見
出
さ
れ
る
。

中
村
宗
雄
、
民
事
訴
訟
法
上
下
巻
（
昭
和
ニ
マ
⊥
一
二
年
）

　
教
科
書
用
と
し
て
終
戦
後
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
判
決
手
綾
の
外
、

強
制
執
行
、
仲
裁
手
綾
に
及
ん
で
い
る
。
本
書
は
民
事
訴
訟
が
、
實
騰
法
と

訴
訟
法
と
の
綜
合
の
「
場
」
で
あ
る
（
序
文
）
と
の
立
場
か
ら
、
筆
者
の
い

わ
ゆ
る
、
實
騰
法
・
訴
訟
法
封
立
二
元
翻
を
徹
底
せ
し
め
た
訴
訟
理
論
が
展

開
せ
ら
れ
て
い
る
。
民
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
ひ
、
本
書
を
更
に
要
約

し
た
「
改
正
民
事
訴
訟
法
」
（
昭
和
二
四
年
）
が
著
わ
さ
れ
た
。

　
以
上
は
、
大
正
十
五
年
の
民
事
訴
訟
法
改
正
後
に
お
い
て
、
到
決
手
綾
を

艦
系
的
に
講
述
し
た
著
書
の
う
ち
、
代
表
的
な
、
比
較
的
影
響
力
の
大
そ
あ

つ
た
も
の
を
掲
げ
た
。
以
上
の
外
に
、
岩
本
・
三
ケ
尻
爾
氏
共
著
・
新
民
事

訴
訟
法
要
論
上
下
巻
　
（
昭
和
三
年
）
、
竹
野
竹
三
郎
氏
著
・
新
民
事
訴
訟
法

繹
義
上
中
巻
（
昭
和
五
・
六
年
）
、
前
野
順
一
氏
・
民
事
訴
訟
法
論
全
工
珊
（
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
（
一
五
七
）



時
　
　
論

和
一
三
年
）
、
河
本
喜
與
之
氏
・
民
事
訴
訟
法
提
要
（
終
職
後
改
版
）
等
が

あ
り
、
終
戦
後
の
も
の
に
、
前
述
し
た
外
、
長
尾
到
事
（
現
在
辮
護
士
）
、

小
野
木
教
擾
、
吉
川
教
授
、
野
問
教
授
、
山
木
戸
教
擾
、
及
び
筆
者
な
ど
の

著
書
が
あ
る
。

衣
に
強
制
執
行
法
に
關
す
る
騰
系
的
講
述
書
の
主
要
の
も
の
を
掲
げ
る

（
大
正
中
期
に
至
る
ま
で
の
も
の
は
、
既
に
掲
げ
た
か
ら
省
略
す
る
）
。

松
岡
義
正
氏
、
強
制
執
行
法
要
論
上
、

　
　
ご
一
丁
⊥
四
年
）

中
、
下
巻
（
大
正

　
一
七
四
〇
頁
に
及
ぶ
努
力
の
大
朋
で
あ
つ
て
、
ド
イ
ツ
法
の
學
説
を
細
大

と
な
く
引
照
し
て
あ
る
。
本
書
の
原
稿
が
關
東
の
大
震
災
に
よ
り
烏
有
に
臨

し
、
再
び
稿
を
新
に
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
博
士
の
努
力
と
精
力
と
に
は
敬
服

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
外
、
松
岡
博
士
に
は
保
全
訴
訟
（
假
差
押
、
假
庭

分
）
要
論
（
大
正
一
五
年
）
が
あ
る
。

加
藤
正
治
氏
、
張
制
執
行
法
要
論
（
昭
和
一
〇
年
）

　
現
代
法
學
全
集
に
執
筆
し
、
そ
れ
を
修
正
・
加
筆
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
強
制
執
行
法
全
般
に
亘
り
、
簡
明
に
且
つ
洩
れ
な
く
そ
の
理
論
を
講
述

し
て
あ
り
、
到
例
の
引
用
も
豊
富
で
あ
つ
て
、
同
博
士
の
破
産
法
要
論
と
と

も
に
、
標
準
的
な
教
科
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
、
一
部
加
筆
・
修

正
の
改
訂
版
が
著
わ
さ
れ
て
い
る
。

一
　
弧
八
（
一
五
八
）

山
田
正
三
氏
、
強
制
執
行
法
（
昭
和
一
一
年
）

簡
軍
な
概
論
で
あ
る
。
司
法
受
験
用
に
執
筆
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

小
野
木
常
氏
、
張
制
執
行
法
概
論
（
昭
和
ご
二
年
）

　
教
科
書
用
と
し
て
執
筆
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

著
書
よ
り
も
大
研
で
あ
り
、
整
つ
て
い
る
。

蒙
子
一
氏
、
彊
制
執
行
法
（
昭
和
二
四
年
）

前
記
、
山
田
博
士
の

新
法
學
全
集
に
掲
載
し
た
も
の
を
毫
本
と
し
て
あ
る
。
假
差
押
、
假
慮
分

が
敏
け
て
い
る
。
教
擾
濁
特
の
理
論
が
各
所
に
展
開
せ
ら
れ
、
好
著
で
あ
番

が
、
學
習
用
と
し
て
や
や
難
解
で
あ
る
。

菊
井
維
大
氏
、
民
事
訴
訟
法
ω
（
昭
和
二
五
年
）

　
強
制
執
行
法
全
般
に
亘
り
、
仲
裁
手
績
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

解
し
易
く
書
か
れ
た
教
科
書
で
あ
る
。

極
め
て
理

　
以
上
の
外
、
終
職
後
に
獲
行
せ
ら
れ
た
も
の
に
、
小
野
木
常
氏
・
強
制
執

行
法
及
破
産
法
講
義
、
吉
川
大
二
郎
賃
・
強
制
執
行
法
、
山
木
戸
克
已
氏
・

強
制
執
行
法
講
義
、
柳
川
眞
佐
夫
氏
・
保
全
訴
訟
〔
假
差
押
・
假
庭
分
〕
（
實

務
家
向
き
）
等
が
あ
る
。
終
戦
前
の
も
の
は
省
略
す
る
。

　
な
お
、
強
制
執
行
に
瀾
し
て
は
、
實
務
家
の
立
場
か
ら
執
筆
せ
ら
れ
た
償



値
あ
る
著
書
が
勘
く
な
い
。

口
　
論
文
及
び
論
丈
集

　
民
事
訴
訟
法
學
に
關
す
る
論
丈
及
び
論
交
集
は
、
敷
多
く
上
梓
せ
ら
れ
で
、

い
る
。
そ
れ
等
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
妬
大
仕
事
で
あ

る
か
ら
、
こ
こ
に
は
筆
者
別
に
よ
つ
て
、
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て

述
べ
る
で
あ
ろ
う
。

　
堆
本
朗
造
氏
　
　
博
士
の
逝
去
後
出
版
せ
ら
れ
た
同
博
士
・
民
事
訴
訟
法

論
丈
集
（
昭
和
三
年
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
「
正
當
ナ
ル
嘗
事
者
」
（
明
治

四
二
年
〉
、
「
訴
の
原
因
」
（
明
治
四
二
年
）
等
を
最
も
古
い
も
の
と
し
て
、
訴

灌
論
（
大
正
一
〇
年
）
に
至
る
ま
で
、
博
士
の
代
表
的
論
文
二
一
編
を
牧
め

て
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
當
時
の
學
界
の
最
高
峰
に
位
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

現
在
な
お
、
引
用
す
る
に
足
る
歴
史
的
論
文
で
あ
る
。

　
加
藤
正
治
氏
　
　
博
士
の
論
交
は
、
同
博
士
・
破
産
法
研
究
第
一
巻
乃
至

第
一
〇
巻
に
牧
め
ら
れ
て
あ
る
。
破
産
法
に
關
す
る
論
文
が
大
部
分
を
占
め

て
い
る
が
、
民
事
訴
訟
法
に
關
す
る
貴
重
な
論
文
の
存
す
る
こ
と
は
前
述
し

た
如
く
で
あ
る
。

　
齋
藤
常
三
郎
氏
　
　
破
産
法
及
和
議
法
研
究
第
一
巻
乃
至
第
二
雀
が
あ

る
。
多
く
は
短
編
で
あ
つ
て
、
大
部
の
論
交
は
　
な
い
。

　
山
田
正
三
氏
　
　
博
士
は
、
屡
々
法
學
論
叢
に
論
文
を
獲
表
せ
ら
れ
た

が
、
遣
憾
な
が
ら
、
そ
の
論
文
集
が
獲
行
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
博

七
∂
論
交
に
は
、
現
在
に
お
い
て
引
用
に
値
す
る
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
文
献

　
　
　
　
　
時
　
　
論

が
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
乗
子
一
氏
　
　
教
授
の
論
交
集
に
、
民
事
法
研
究
第
一
巻
（
昭
和
一
五
年
）

が
あ
る
。
訴
訟
承
綴
論
以
下
九
編
が
牧
め
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
に
つ
き
詳
細
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
等
の
問
題
を
論
ず

る
に
は
参
照
を
必
要
と
す
る
部
分
が
　
く
な
い
。
但
し
「
訴
訟
承
縫
論
」
は

比
較
的
大
部
の
も
の
で
あ
る
が
、
論
述
が
廣
範
園
に
亘
り
、
ま
と
ま
ら
な
“

感
じ
が
す
る
。

　
中
島
弘
道
氏
　
　
そ
の
著
、
裁
判
の
創
造
性
原
理
（
昭
和
一
六
年
）
は
、

「
裁
判
の
本
質
的
作
用
は
灌
利
創
造
で
あ
る
」
（
序
文
）
と
い
う
主
張
且
つ
結

論
を
ひ
つ
さ
げ
た
大
部
の
勢
作
で
あ
る
。
裁
判
の
創
造
的
契
機
を
認
識
せ
ら

れ
た
こ
と
は
、
當
時
の
學
界
の
水
準
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
で
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
着
眼
は
正
し
い
。
し
か
し
そ
の
出
護
黙
を
、
ド
イ
ッ
西
南
學
派

ρ
ナ
ト
ル
プ
）
の
認
識
論
、
す
な
わ
ち
「
認
識
は
封
象
を
生
産
す
る
」
と
い

う
生
産
學
読
に
お
き
、
裁
鋼
が
國
家
意
志
の
宣
言
な
る
こ
と
に
ま
で
遡
つ
て

い
な
い
と
こ
ろ
に
見
轡
盟
遅
い
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
論
文
の
致
命
的
鉄
陥

と
な
つ
て
、
各
所
に
首
肯
し
難
い
所
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
努
力
の
作
で

あ
る
が
、
全
編
を
通
じ
て
方
法
論
的
統
一
が
な
く
、
ザ
ウ
エ
ル
、
ビ
ン
ダ
ー
、

ケ
ル
ゼ
ン
等
の
學
読
を
羅
列
し
、
そ
れ
に
認
識
論
及
び
心
理
學
の
諸
學
説
を

器
用
に
取
り
入
れ
た
と
い
う
感
じ
の
論
文
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
當
時
、
吉
川
教
授
並
に
中
田
教
授
、
小
野
木
、

齋
藤
諸
教
授
の
手
痛
き
批
到
が
あ
り
（
法
志
四
四
雀
〒
四
號
、
法
叢
四
五

巻
ニ
ム
干
五
號
、
法
律
時
報
一
三
巻
九
號
）
、
筆
者
も
そ
の
當
時
、
筆
者
の
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
（
一
五
九
）



時
　
　
論

系
論
を
述
べ
る
に
際
し
、
前
述
の
要
旨
を
中
心
と
す
る
批
評
を
述
べ
た
こ
と

が
あ
る
（
拙
著
、
訴
訟
法
學
の
艦
系
二
三
・
七
一
頁
等
）
。
し
か
し
て
中
島
氏

は
吉
川
並
に
中
田
教
授
の
批
評
に
封
し
て
は
「
質
疑
に
答
」
え
ら
れ
、
や
や

水
か
け
論
に
畢
つ
た
が
、
筆
者
の
方
法
論
的
批
鋼
に
は
、
途
に
何
等
の
回
答

が
な
か
つ
た
。

　
中
島
氏
は
、
終
戦
後
、
「
畢
讃
責
任
の
研
究
」
（
昭
和
二
四
年
）
を
執
筆
せ

ら
れ
た
。
學
位
論
文
と
の
由
で
あ
る
。
わ
が
學
界
に
は
、
古
く
は
雄
本
博
士

の
論
文
「
撃
謹
責
任
の
分
配
」
（
大
正
六
年
）
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
、
二
、

三
の
論
文
あ
る
も
、
鮭
本
博
士
の
そ
れ
を
除
け
ば
、
立
謹
責
任
の
全
貌
を
把

握
し
て
い
な
い
。
本
書
は
、
立
謹
責
任
に
つ
き
、
當
事
者
の
側
面
か
ら
ば
か

り
で
な
く
、
裁
到
所
の
自
由
心
謹
と
の
關
係
を
も
論
述
し
て
あ
る
「
裁
到
の

創
造
性
原
理
」
に
比
し
、
問
題
は
小
さ
い
が
、
よ
く
要
黙
を
端
く
し
、
取
り

纏
ま
つ
て
い
る
。

　
吉
川
大
二
郎
氏
　
　
博
士
は
、
保
全
訴
訟
に
關
す
る
灌
威
者
で
あ
る
。
そ

の
著
、
「
保
全
訴
訟
の
基
本
問
題
」
（
昭
和
一
七
年
）
を
最
た
る
も
の
と
し
、

「
保
全
慮
分
の
研
究
」
（
昭
和
一
二
年
）
、
「
保
全
庭
分
到
例
研
究
1
」
（
昭
和

一
五
年
）
は
、
い
ず
れ
も
他
人
の
企
及
し
得
な
い
内
容
を
も
つ
。

　
田
中
和
夫
氏
　
　
英
米
法
の
灌
威
者
で
あ
つ
て
、
英
米
民
事
訴
訟
法
に
關

し
て
も
敷
多
の
論
文
が
あ
る
。
し
か
し
、
英
米
民
事
訴
訟
を
中
心
と
し
た
著

書
、
若
く
は
論
文
集
の
著
わ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。
別
に

博
士
に
は
「
立
謹
責
任
の
到
例
研
究
」
（
昭
和
一
三
年
）
が
あ
る
。

　
齋
藤
秀
夫
氏
　
　
教
授
は
、
　
「
法
學
」
そ
の
他
に
、
屡
々
論
文
を
執
筆
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
（
一
山
ハ
○
）

ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
論
交
集
が
襲
行
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
海
外
の
學
説
並

に
資
料
の
紹
介
は
教
授
の
凋
壇
場
で
あ
り
、
實
務
並
に
學
界
に
及
ぼ
し
た
貢

献
は
高
く
評
贋
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の
も
の
に
「
訴
訟
法
上
の

概
念
の
比
較
法
的
研
究
」
（
法
學
新
報
五
七
巻
九
號
）
、
民
事
訴
訟
法
に
お
け

る
大
陸
法
と
英
米
法
（
法
曹
時
報
二
巻
二
一
號
）
等
が
あ
り
、
ま
た
著
書
と

し
て
、
「
司
法
に
關
す
る
國
政
調
査
灌
」
、
へ
昭
和
二
五
年
一
月
、
一
般
裁
到
資

料
三
號
）
「
國
會
と
司
法
灌
の
濁
立
」
（
昭
和
二
六
年
）
が
あ
る
。

　
村
松
俊
夫
氏
　
　
そ
の
論
文
集
に
「
民
事
裁
到
の
研
究
」
（
昭
和
一
五
年
》

が
あ
る
。
繹
明
義
務
、
帥
決
和
解
、
準
備
手
綾
等
々
、
實
務
家
の
立
場
か
ら

必
要
に
し
て
且
つ
興
味
あ
る
問
題
に
つ
き
、
裁
到
官
の
立
場
か
ら
論
述
し
た

と
み
る
べ
き
論
文
六
編
が
牧
め
ら
れ
て
あ
る
。
學
問
的
に
は
鯨
り
深
く
掘
り

下
げ
て
な
い
が
、
い
ず
れ
も
好
論
文
で
あ
り
、
實
務
に
關
係
な
き
學
者
の
論

文
と
は
異
つ
た
特
色
を
も
つ
。

　
岩
松
三
郎
氏
　
　
氏
は
最
高
裁
到
所
到
事
で
あ
つ
て
、
民
事
訴
訟
法
に
關

す
る
最
近
の
論
文
に
「
民
事
裁
到
に
お
け
る
到
断
の
限
界
」
（
法
曹
時
報
二

巻
二
號
、
三
巻
一
一
號
）
が
あ
る
。
多
年
、
裁
到
實
務
に
從
事
せ
ら
れ
た
経

験
を
織
り
込
ん
だ
異
色
あ
る
論
丈
で
あ
る
。
但
し
「
民
事
裁
到
を
三
段
論
法

と
し
て
考
察
」
す
る
立
場
に
あ
つ
て
、
裁
到
に
お
け
る
非
合
理
的
契
機
の
把

握
に
つ
い
て
方
法
論
的
に
充
分
で
な
い
。

　
筆
者
　
　
「
訴
訟
法
學
の
禮
系
と
訴
訟
改
革
理
論
」
（
昭
和
一
七
年
）
は

二
部
か
ら
な
る
。
第
一
部
民
事
訴
訟
法
學
の
艦
系
は
、
筆
者
が
訴
訟
理
論
の

段
階
構
造
を
意
圖
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ザ
ウ
エ
ル
の
訴
訟
法
基
礎



論
は
、
訴
訟
の
護
展
過
程
を
捉
え
ん
と
し
て
い
る
が
、
カ
ン
ト
哲
學
の
影
響

の
下
に
、
「
客
襯
法
」
と
「
訴
訟
」
の
封
立
を
同
一
亥
元
内
部
の
問
題
と
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
罫
し
、
筆
者
は
、
ゴ
ッ
ト
ル
の
経
濟
學
に
示
唆

を
得
て
、
訴
訟
基
礎
理
論
、
形
式
理
論
、
構
成
理
論
と
順
次
階
層
的
に
積
み

上
げ
る
盤
系
構
造
に
よ
つ
て
訴
訟
理
論
を
叙
述
し
、
展
開
し
た
の
が
本
書
第

一
部
で
あ
る
。
爾
來
、
筆
者
は
、
こ
の
騰
系
の
護
展
を
意
圖
し
て
思
索
を
重

ね
、
現
在
、
法
學
の
全
騰
系
を
、
私
法
關
係
、
訴
訟
關
係
、
裁
到
の
三
段
階

に
構
造
す
る
構
想
に
到
達
し
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
の
方
法
論
的
出
護
黙
を

な
し
た
著
作
で
あ
る
。
第
二
部
に
お
い
て
は
、
當
時
、
わ
が
學
界
を
魅
了
し

た
ナ
チ
ス
訴
訟
理
論
と
そ
の
改
革
案
を
批
到
し
、
筆
者
の
立
場
に
お
け
る
訴

訟
制
度
改
革
の
理
論
と
そ
の
具
艦
案
を
呈
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
訴
と
請
求
拉
に
既
到
力
」
（
昭
和
二
四
年
）
は
、
「
訴
訟
」
の
理
論
構
造
に

實
腔
法
理
の
導
入
を
提
唱
し
、
筆
者
の
名
構
し
た
「
實
艦
法
・
訴
訟
法
封
立

二
元
翻
」
の
立
場
に
お
い
て
、
ま
ず
「
訴
訟
」
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
概

念
と
し
て
の
「
訴
」
と
「
請
求
」
と
の
相
關
々
係
に
つ
き
、
從
來
の
諸
學
読

を
批
判
し
、
こ
の
立
場
に
よ
る
「
訴
訟
」
の
理
論
構
造
を
展
開
し
て
、
最
後

に
到
決
の
既
到
力
に
ま
で
及
べ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
溝
想
を
朧

げ
に
抱
き
な
が
ら
、
昭
和
七
年
、
「
民
事
訴
訟
開
始
の
私
法
上
の
効
果
」
へ
早
稻

田
法
學
第
一
三
巻
）
を
執
筆
し
、
爾
來
、
思
索
を
重
ね
つ
つ
順
家
論
交
を
護

表
し
、
昭
和
二
十
三
年
「
裁
到
の
効
力
」
（
早
法
二
三
巻
）
に
及
ん
だ
。
而
し

て
こ
れ
等
の
論
交
を
整
序
し
、
全
段
に
わ
た
り
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
が
本

書
で
あ
る
。

時
　
　
識

　
右
の
外
、
比
較
的
短
編
の
論
文
を
牧
載
し
た
論
文
集
に
「
實
禮
法
學
と
訴

訟
法
學
」
（
昭
和
…
二
年
）
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
と
訴
訟
法
學
」
（
昭
和
二

五
年
）
が
あ
る
。

　
民
事
訴
訟
法
論
文
集
　
　
訴
訟
法
學
會
編
纂
・
訴
訟
法
學
の
諸
問
題
第
一

輯
（
昭
和
ニ
ニ
年
）
、
及
び
齋
藤
博
士
還
暦
記
念
「
法
と
裁
到
」
（
昭
和
一
七

年
）
が
あ
る
。
前
者
は
、
訴
訟
法
學
會
例
禽
に
お
け
る
、
會
員
の
講
演
を
基

礎
ど
し
た
論
交
六
編
を
牧
載
し
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
好
論
文
で
あ
る
。
後
者

は
、
齋
藤
常
三
郎
博
士
の
還
暦
記
念
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
山
田
博

士
を
初
め
と
し
、
民
事
訴
訟
法
學
專
攻
の
諸
氏
が
論
文
を
執
筆
し
、
贈
呈
し

て
い
る
。

鱒
　
判
例
研
究

　
民
事
訴
訟
法
に
關
し
て
は
、
古
く
は
鮭
本
博
士
・
鍔
例
批
評
民
事
訴
訟
法

二
巻
、
加
藤
博
士
・
民
事
訴
訟
法
到
例
批
評
二
巻
、
山
田
博
士
・
到
例
批
評

民
事
訴
訟
法
二
巻
が
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
當
時
に
お
け
る
代

表
的
判
例
批
評
で
あ
る
か
ら
、
過
去
の
學
界
の
趨
勢
を
知
る
に
は
、
好
適
の

資
料
で
あ
る
。

　
東
大
民
事
到
例
研
究
會
編
纂
の
「
判
鯛
民
事
法
」
が
、
大
正
一
〇
年
以
來
、

終
職
直
前
に
至
る
ま
で
、
引
綾
き
護
行
せ
ら
れ
、
終
戦
後
は
、
同
じ
く
東
大

到
例
研
究
會
に
よ
つ
て
「
到
例
研
究
」
が
三
巻
ま
で
護
行
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
に
は
、
民
事
訴
訟
法
に
關
す
る
多
敷
の
到
例
批
評
が
あ
る
。
初
期
の

頃
に
は
、
末
弘
博
士
、
我
妻
教
授
な
ど
の
顔
ぶ
れ
も
見
え
た
が
、
そ
の
後
は
、

一
六
一
（
一
ゐ
ハ
一
）



　
　
　
　
　
時
　
　
論

專
ら
菊
井
教
擾
と
兼
子
教
擾
が
澹
當
せ
ら
れ
た
。
こ
の
到
例
批
評
は
、
頁
敷

を
制
限
さ
れ
て
い
る
關
係
上
、
あ
ま
り
深
い
研
究
に
及
ん
で
い
な
い
．
し
か

し
、
い
ず
れ
も
よ
く
ま
と
ま
つ
て
い
る
。

　
右
に
謝
し
、
昭
和
一
〇
年
以
來
、
民
商
法
雑
誌
か
獲
行
せ
ら
れ
、
各
方
面

に
執
筆
者
を
求
め
て
到
例
批
評
を
掲
載
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
民
事
訴
訟
法

に
關
す
る
到
例
批
評
が
敷
多
あ
る
。
筆
者
が
限
定
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

と
、
比
較
的
多
く
の
頁
敷
が
割
當
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
精
彩
に
富

む
で
い
る
。
終
戦
後
、
獲
行
の
澁
滞
し
て
い
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

　
輩
行
本
と
し
て
は
、
筆
者
に
到
例
民
事
訴
訟
研
究
第
一
巻
（
昭
和
一
四

年
）
、
及
び
終
戦
後
に
と
り
ま
と
め
た
も
の
に
、
兼
子
教
授
・
到
例
民
事
訴
訟

法
（
昭
和
二
五
年
）
、
菊
井
教
擾
・
判
例
民
事
手
績
法
（
昭
和
二
六
年
）
が
あ

る
。
な
お
吉
川
教
授
は
、
保
全
慮
分
到
例
研
究
1
（
昭
和
一
五
年
）
を
著
わ

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
法
律
誌
に
襲
表
し
た
も
の
の
牧
載
で
あ
る
。

㈱
　
破
産
法
・
和
議
法

　
大
正
一
一
年
現
行
破
産
法
が
制
定
せ
ら
れ
て
以
來
、
相
當
激
の
講
述
書
が

著
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
加
藤
正
治
氏
・
破
産
法
要
論

（
昭
和
九
年
）
、
齋
藤
常
三
郎
氏
・
日
本
破
産
法
（
昭
和
八
年
）
で
あ
ろ
う
。

井
上
直
三
郎
氏
・
破
産
法
綱
要
第
一
巻
（
大
正
一
四
年
）
、
松
岡
義
正
氏
・
破

産
法
論
上
巻
（
昭
和
四
年
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
も
、
遺
憾
な
が
ら
完

結
し
て
い
な
い
。
竹
野
竹
三
郎
氏
・
破
産
法
原
論
上
下
巻
（
大
正
二
一
i
一

三
年
）
、
小
野
木
常
氏
・
破
産
法
概
論
（
昭
和
一
五
年
）
は
好
著
で
あ
る
。

“
山
ハ
ニ
（
一
山
ハ
ニ
〉

齋
藤
博
士
・
比
較
破
産
法
論
（
昭
和
一
五
年
）
は
、
各
國
の
法
制
を
比
較

検
討
し
た
博
士
の
濁
壇
場
の
著
書
で
あ
り
、
そ
の
贋
値
を
高
く
評
贋
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
小
野
木
常
氏
・
破
産
理
論
の
研
究
（
昭
和
一
三
年
）
、
板

木
郁
郎
氏
・
否
認
構
に
關
す
る
實
謹
的
研
究
（
昭
和
一
八
年
）
も
、
破
産
法

學
界
を
飾
ろ
著
書
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
和
議
法
に
關
し
て
は
、
極
め
て
著
書
が
　
な
い
。
し
か
し
、
齋
藤
常
三
郎

氏
・
日
本
和
議
法
論
上
下
巻
（
大
正
一
五
－
昭
和
九
年
）
は
、
内
容
の
充
實

し
た
、
こ
の
方
面
の
最
高
灌
威
の
著
書
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
小

野
木
常
氏
・
和
議
制
度
の
研
究
（
昭
和
一
六
年
）
を
畢
げ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
　
前
述
し
た
加
藤
博
士
・
破
産
法
研
究
（
全
一
〇
巻
）
及
び
齋
藤
博
士
・
破

産
法
及
和
議
法
研
究
（
全
一
一
雀
）
に
は
、
破
産
法
に
關
す
る
論
文
が
多
数

掲
載
さ
れ
て
あ
る
。

価
　
丈
獣
の
総
評

　
民
事
訴
訟
法
に
關
す
る
文
献
は
、
昭
和
期
に
入
つ
て
か
ら
急
テ
ン
ポ
に
増

加
し
た
。
大
正
後
期
を
も
含
め
て
、
以
上
に
そ
の
主
な
も
の
を
掲
げ
て
み

た
。
或
い
は
主
要
の
文
献
で
脆
漏
し
た
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ

の
責
任
は
筆
者
に
あ
る
。
一
重
に
寛
恕
を
乞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
諸
交
献
は
い
ず
れ
も
、
學
問
的
贋
値
高
き
著
作
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
う
ち
に
も
特
に
筆
者
は
、
衣
の
敷
著
を
、
そ
の
時
代
、
そ
の
分
野
に
お

け
る
代
表
的
文
献
と
し
て
高
く
評
償
す
る
。



　
ま
す
、
罐
系
的
講
述
書
と
し
て
は
、
到
決
詠
訟
に
つ
い
て
は
、
細
野
博
士
・

民
事
訴
訟
法
要
義
全
蓋
巻
、
執
行
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
松
岡
博
士
・
強
制
執

行
法
要
論
全
三
巻
を
畢
げ
る
。
ま
た
破
産
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
齋
藤
博

士
・
比
較
破
産
法
を
推
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
そ
の
量
に
お
い
て
、
前
敷

著
に
及
ば
な
い
が
、
兎
に
角
、
立
場
を
一
貫
し
て
内
容
が
整
序
せ
ら
れ
、
且

つ
影
響
力
の
強
か
つ
た
（
そ
れ
に
は
客
観
的
事
情
が
加
わ
つ
て
い
る
）
著
書

と
し
て
、
兼
子
教
擾
・
民
事
訴
訟
法
概
論
が
あ
る
。

　
次
に
論
文
集
と
し
て
は
、
雄
本
博
士
・
民
事
訴
訟
法
論
丈
集
、
及
び
加
藤

博
士
・
破
産
法
研
究
第
一
巻
乃
至
第
五
巻
が
、
明
治
、
大
正
を
通
じ
て
そ
の

時
代
の
最
高
峯
に
位
す
る
論
交
を
牧
載
し
て
あ
る
墜
史
的
交
献
で
あ
る
。

　
最
後
に
箪
行
論
文
と
し
て
は
、
筆
者
の
一
、
訴
と
請
求
蚊
に
既
到
カ
一
を
敢

え
で
自
薦
す
る
。

五
　
む
す
び

　
わ
が
國
の
民
事
訴
訟
法
學
の
襲
蓬
は
、
大
艦
に
お
い
て
明
治
・
大
正
期

（
第
一
期
）
、
昭
和
期
終
戦
直
前
ま
で
（
第
二
期
）
、
終
戦
後
（
第
三
期
匠
分

つ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
明
治
・
大
正
期
は
民
事
訴
訟
法
の
條
文
を
中
心
と
し
た
記
述
民
事
訴
訟
法

學
と
で
も
い
う
べ
き
解
繹
法
學
の
時
代
で
あ
つ
た
。
尤
も
こ
の
時
代
の
末
期

に
は
、
雑
本
博
士
を
先
駆
者
と
し
て
、
私
法
學
に
封
す
る
訴
訟
法
學
濁
自
の

分
野
を
見
出
さ
ん
と
す
る
努
力
が
爲
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
成
は
、

次
の
時
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

時
　
　
論

　
昭
和
期
に
入
つ
て
か
ら
ヤ
民
事
訴
訟
法
學
は
解
繹
法
學
的
段
階
を
止
揚
し
、

飛
躍
的
襲
展
を
途
げ
、
理
論
民
事
訴
訟
法
學
の
騰
系
が
、
漸
次
、
樹
立
せ
ら

れ
る
に
至
つ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
は
、
種
々
な
事
情
も
加
わ
り
、
訴
訟
法
學

者
は
、
訴
訟
法
濁
自
の
艦
系
を
構
造
す
る
に
急
で
あ
つ
て
、
訴
訟
法
學
と
實

騰
法
學
と
の
連
關
に
つ
い
て
殆
ん
ど
無
關
心
な
の
が
、
こ
の
時
代
の
民
事
訴

訟
法
學
界
の
大
勢
で
あ
つ
た
。
細
野
博
士
・
民
事
訴
訟
法
要
義
及
び
兼
子
教

疲
・
民
事
訴
訟
法
概
論
は
、
こ
の
學
風
の
代
表
的
著
作
で
あ
り
、
指
導
的
役

割
を
演
じ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
筆
者
は
、
こ
れ
に
到
し
「
訴
訟
」
が
實
艦
法
と
訴
訟
法
と
の
綜
合
の
「
場
」

て
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、
訴
訟
法
理
に
實
髄
法
理
の
導
入
を
提
唱
し
た
。
し

か
し
て
、
筆
者
の
學
問
的
態
度
を
自
ら
「
實
艦
法
・
訴
訟
法
封
立
二
元
翻
」

と
名
構
す
る
と
共
に
、
當
時
の
訴
訟
法
學
界
の
大
勢
（
わ
が
國
の
み
な
ら
ず

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
然
り
）
、
す
な
わ
ち
、
訴
訟
に
お
け
る
實
艦
面
を
捻
象

す
る
學
問
的
態
度
を
「
訴
訟
法
的
一
元
翻
」
の
學
説
と
し
て
規
定
し
、
そ
の

理
論
的
矛
盾
と
實
践
的
不
當
を
指
摘
し
た
。
筆
者
の
論
稿
は
、
當
時
、
訴
訟

法
學
者
に
よ
つ
て
注
目
せ
ら
れ
た
が
、
通
読
に
反
す
る
も
の
と
し
て
大
な
る

反
響
が
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
實
艦
法
學
と
訴
訟
法
學
と
が
學
問
的
無
縁
で
あ
る
こ
と
は
、
訴
訟
法
學
が

實
騰
法
學
か
ら
の
濁
立
に
よ
り
到
達
し
た
學
問
的
段
階
で
あ
る
が
、
し
か
し

學
問
は
、
常
に
同
じ
段
階
に
は
停
滞
し
な
い
。
終
戦
後
に
お
け
る
わ
が
學
界

の
獲
達
と
環
境
の
攣
化
は
、
漸
く
筆
者
の
主
張
に
反
響
を
み
る
に
至
つ
た
よ

う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
實
艦
法
學
と
訴
訟
法
學
と
の
問
の
學
問
的
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三
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一
六
三
）



時
　
　
論

方
法
論
的
連
關
を
圖
る
こ
と
が
、
今
後
の
學
界
の
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
は
、
訴
訟
法
學
者
及
び
實
騰
法
學
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
研
究
を
進
め
る
と
同
時
に
、
爾
渚
の
共
同
研
究
を
も
期
待
せ
ら
れ

る
。
し
か
し
て
實
髄
法
學
と
訴
訟
法
學
と
の
綜
合
は
、
よ
り
高
次
の
段
階
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

あ
る
裁
到
論
に
お
い
て
完
成
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
構
想
で
あ
る
、
、

　
（
一
）
　
こ
の
瓢
に
關
す
る
筆
者
の
構
想
は
、
本
誌
に
掲
載
の
拙
稿
、
「
自
然

　
　
科
學
に
よ
る
法
學
の
學
問
燈
系
へ
の
示
唆
」
に
お
い
て
と
り
ま
・
ろ
て

　
　
あ
る
っ

　
以
上
の
基
礎
的
碑
究
に
封
し
、
學
問
上
の
み
な
ら
ず
、
直
接
、
實
践
的
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ご

要
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
英
米
訴
訟
法
理
、
殊
に
そ
の
謹
篠
法
の
研
究
と

更
に
英
米
の
訴
訟
制
度
並
に
法
理
が
、
如
何
な
る
程
度
に
お
い
て
わ
が
國
に

導
入
せ
ら
れ
う
る
か
の
研
究
と
に
つ
き
、
わ
が
國
の
訴
訟
法
學
者
の
今
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

業
績
を
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
刑
事
訴
訟
法
學
者
、
殊

に
英
米
法
學
者
の
協
力
を
敏
い
て
は
、
充
分
の
成
果
を
畢
げ
得
な
い
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〉

う
。
こ
こ
に
も
共
同
研
究
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。

　
（
一
）
　
こ
れ
に
關
し
て
は
、
峯
岸
治
三
氏
・
イ
ギ
リ
ス
謹
嫁
法
研
究
（
昭

　
　
和
二
二
年
）
、
な
お
、
遡
つ
て
は
、
梅
原
錦
三
郎
氏
・
訟
廷
立
謹
の
原

　
　
理
（
大
正
一
〇
年
）
、
岡
村
輝
彦
氏
・
英
國
詮
檬
法
（
明
治
一
二
一
年
初

　
　
版
、
大
正
五
年
再
版
）
等
が
あ
る
。

　
（
コ
）
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
研
究
は
、
多
く
刑
事
法
の
分
野
に
お
い
て

　
　
行
わ
れ
て
い
る
。
江
家
義
男
氏
・
刑
事
謹
擦
法
の
基
礎
理
論
（
昭
和
二

　
　
六
年
）
、
鈴
木
勇
氏
・
民
刑
新
謹
撮
論
（
昭
和
二
五
年
）
、
中
村
武
氏
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
（
一
六
四
）

　
比
較
註
繹
米
英
刑
事
訴
訟
手
績
の
實
際
（
昭
和
二
四
年
）
等
が
あ
り
、

　
ま
た
、
到
例
タ
イ
ム
ズ
そ
の
他
の
法
律
誌
に
諸
論
交
が
散
見
さ
れ
る
。

（
三
）
わ
が
國
で
は
、
肚
會
科
學
の
方
面
に
お
い
て
は
、
自
然
科
學
者
の

　
問
に
お
け
る
よ
う
に
、
活
濃
に
共
同
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か

　
し
綜
合
的
成
果
を
畢
げ
る
た
め
に
は
、
共
同
研
究
の
必
要
性
を
何
人
も

　
疑
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
日
本
學
術
會
議
の
委
員
會
に
お
い

　
て
、
交
部
省
科
學
研
究
費
等
分
科
審
議
會
が
、
綜
合
研
究
助
長
の
態
度

　
を
執
ら
れ
ん
こ
と
を
要
請
し
、
出
席
委
員
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
意
見
に

　
賛
成
し
た
。
し
か
し
法
學
部
門
に
關
し
て
い
え
ば
、
必
ず
し
も
筆
者
の

　
要
望
が
容
れ
ら
れ
た
と
い
い
得
な
い
欺
態
に
あ
る
。

附
記
　
本
稿
は
、
丈
部
省
業
績
調
査
委
員
會
の
委
囑
に
よ
り
、
昭
和
二
十

　
五
年
夏
に
執
筆
し
、
そ
れ
に
、
若
干
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
（
昭
和
二

　
六
年
一
一
月
二
七
日
、
早
稻
田
大
學
法
學
部
研
究
室
に
て
記
す
）
。


